
聾学校の未来を応援してください。

母校応援ふるさと事業

母校応援ふるさと事業とは？ 
 ふるさと納税制度を活用し、府立学校の施設・設備、教育環境等の充実を図ることを目的 として
寄附金を募集します。卒業生にかぎらず、どなたでも寄附していただけます。 

わかる・つたわる・ふかめる
はぐくむ・ひらく・きたえる・ささえる



 京都府母校応援ふるさと事業では、寄附口座の口座番号は、案内しておりません。 振り込め詐欺等には、
十分に御注意ください。
※

聾学校 副校長までお問合せください。 
　　Tel  075-461-8121
　　Fax 075-461-8122
　　Email rou-s@kyoto-be.ne.jp  
詳しくは京都府教育委員会ホームページを見てください。
http://www.kyoto-be.ne.jp/kyoto-be/furusato/index.html

○
○

○

○

 Ｆ－ＲＥＧＩ寄附支払サイトから寄附をお申し込みいただけます。 
 お支払い方法は、クレジットカード払いになります。   利用いただけるクレジットカードは、次のとおりです。

 カード会社からの入金確認後、受領証明書を送付します。   受領証明書は、確定申告に必要となりますの
で、大切に保管してください。 
 ワンストップ特例申請書の送付を希望される場合は、入金確認後ワンストップ特例申請書を送付します
ので、記載の上返送いただきますようお願いします。  

１ 郵便、ＦＡＸ、電子メールからのお申し込み

２ インターネットからのお申し込み

【寄附の申込み方法】  寄附のお申し込み方法は２通りあります。 

 寄附申込書に必要事項（お名前・御住所等）を御記入の上、下記までお知らせください。 
　寄附申込書のダウンロード（PDF）、（Word）
 お申し込み後、専用支払用紙を郵送いたしますので、お近くの金融機関でお支払いください。
 ( 専用支払用紙は、聾学校にもございます。学校にお問合せください。)
 入金確認後、受領証明書を送付します。  受領証明書は、確定申告に必要となりますので、大切に保管し
てください。
 ワンストップ特例申請書の送付を希望される場合は、入金確認後ワンストップ特例申請書を 送付します
ので、記載の上返送いただきますようお願いします。 

○

○

○

○

 より良く学ぶ、わかる授業をめざし、視覚機器などの充実を図る ICT(情報通信技術 )を活用し、
ホワイトボード等に教科書やグラフ、地図、映像などを映し出し、視覚的で効果的な、学びやすい
学習環境を整えることを目標にして、短焦点プロジェクター、電子黒板など寄附金により機器を予
定しています。 

ICT による学びの支援事業  
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